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地盤のS波速度を効率よく把握する方法として陸上では表面波探査が広く用いられています。しかし、海域で表面波探査を実
施するには、海底設置型の地震計やエアガンのような起震源を準備する必要があり、陸上のように効率的に測定することがで
きませんでした。そこで、多チャンネルの受振器を内蔵したハイドロフォンケーブルを用い、さらに船上からの操作で海底を
簡単に起震できる重錘震源を用いることで、海底でも陸上と同様に効率的に表面波探査を実施することを可能としました。
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